
 
 

お酒で有名な『八海山』。 

南魚沼市を代表するお山。 

1,778 メートルという標高を聞くと尻込みしてしまう人も多いかもしれませんが、 

八海山にはロープウェーがあるおかげで 

体力、持久力のない、まだまだ登山の初心者でも、 

早朝 4時、5時に登り始めなくても、 

9時のロープウェーに乗って標高 1,147メートルの四合目まで上がれば、 

時間的には十分余裕を持って頂上まで行ける。 

 
険しい岩峰からなる山頂部の八ツ峰がこの山の特徴と言われていますが、 

八ツ峰を目指すもよし! 

九合目の千本檜小屋でお弁当を食べて下るもよし! 

大河ドラマ『天地人』の主人公、直江兼続公の気分を味わおうと、 

妻夫木聡さんが立った地蔵岳に挑戦するのもよし! 

楽しみ方はいろいろ。 



 
大人が一緒なら子どもだって登れる！ 

自然豊かな南魚沼の子なんだから 

自然の素晴らしさをたくさん体験してほしい。 

いつも下から見上げている霊峰八海山。 

山の上はどうなっているのか見せてあげたい。 

 

そこで… 

6歳になったばかりの子どもと真夏の八海山に挑戦! 

 

身長 110cmの前に大きく立ちはだかる岩場。 

大人が手を差し伸べなくても、手と足を器用に使ってスルスルと登る。 

 

途中にはモリアオガエル生息地「漕池」という池があり 

サンショウウオの卵やおたまじゃくしに感動! 

 

漕池を過ぎてから一段と山道が険しくなる。  

六合目の女人堂の手前がなかなかきつい。 

女人堂を過ぎても急な上り坂が続く… 

特に、水場のある「祓川」から「薬師岳」までは急な上り坂!! 

 

次に立ちはだかるは、岩場急斜面の鎖場! 

子どもはきっと怖いって言うだろうな…。 

と思ったら、スルスルスルと上手に登った。 

これには驚き!周りに居合わせた登山者から拍手喝采!  

 
ようやく八合目の「薬師岳」。 

「カーン」と鐘を一突き! 

夏空に響くいい音色だった。 



 
最後の急斜面を一旦下りて上ると 

今日の目標の九合目「千本檜小屋」。 

ゴーーーール。登り切った!! 

ちょうど昼時で、居合わせた皆さんに拍手をして頂きました。 

 

山道で走ると危ないことや、 

石ころに上がると簡単に滑って転ぶこと。 

木の枝や根っこをむやみにつかまないこと。 

岩場は手も使って登る事。 

狭い登山道で人とすれ違う時にはどう避けるか。 

いろんなことを学んだかな…。 

ふだん見た事がないお花も咲いていたね。 

 

この自然の遊び場がゲーム機に負けるはずがないよ。 

険しい山ではあるけれど、子どもも楽しめる山なのです。 

 


